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区域区分見直し問題区域区分見直し問題
市民54人参加で、市への意見次々市民54人参加で、市への意見次々

　北九州市民の会は7月17日、戸畑生涯学習センターで、
「区域区分の見直し」（市街化区域から市街化調整区域
に見直すこと）をテーマに第14回の市民講座を開催、市
民54人が参加するなど関心の高さを示しました。「区域
区分の見直し」とは、斜面地の市街化区域を市街化調整
区域に見直すというもので、住宅地としての開発を規制
し、概ね30年後を目途に、その地域を無居住化するとい
うもの、市内1万８０００世帯が対象となっています。
　第一部では、建築都市局の担当係長から市の区域区分
の見直し計画の説明が行われ質疑が交わされました。参
加者から、八幡東区での住民説明と今日の説明で変わっ
ていることを質すと、斜面地を30年かけて無居住化す
ることを「市が行う」との誤解があるので、「すすめま
す」との表現に変えたと答弁。また、私有財産への侵害
ではないか等の意見が次々に出されました。
　第二部では、福岡県自治体問題研究所の宮崎研究員が
講演。宮崎氏は、北九州市の住宅政策を丁寧に説明した
あと、市の区域区分の見直しは必要なのか、他に手段は
ないのかとして、都市計画の手続き上、関係住民が賛成
しなければ実施しないことを前提に、市の施策に対する
代替案などを検討材料として示しました。
参加者からは、何もわからないで参加したが、市と参加
者の質疑を聞き、講演が進むなかで、全体像がつかめた
ように感じるなど感想も寄せられています。
　まとめで三輪事務局長は、各区や町内単位での出前講
演や学習会を取り組み、それぞれの区の動きなどの情報
交換や問題点を共有する場を市民の会としても検討する
ことを述べて閉会としました。

登下校時の通学路の安全対策申し入れ登下校時の通学路の安全対策申し入れ
新婦人7支部が建設局と懇談新婦人7支部が建設局と懇談

　7月8日（木）、新婦人7支部が登下校時の通学路の安
全対策について市に申し入れしました。教育委員会へ
は申し入れ書を手渡し、建設局とは懇談しました。先月
２８日、千葉県八街市で下校途中の小学生の列にトラッ
クが突っ込み２人が死亡、３人が重傷を負った事故。南

区にも危険な通学路は多くあります。志井小学校への通
学路はとても狭く（70㎝～80㎝）ガードレールもありま
せん。地域からの度々の申し入れにもかかわらず２０年
以上今の状態です。副会長で市会議員の藤沢さんに設定
してもらい、７支部にもよびかけ、懇談となりました。
建設局としては「状態はつかんでいるが用地買収がなか
なか。進展はしている」との事。分かりますが事故が起
きてからでは間に合いません。早急に何らかの手を打つ
ように話しました。市会議員の藤沢さん、永井さん、高
橋さん、市議選に立候補した宇土さん、県議・高瀬さん
も同席。★参加した支部長・植山渚さんのコメント「市
内には危険を把握している所だけでも１２００カ所もあ
り、それらに対しての予算は１０億円。ほぼ道路拡幅の
用地買収に消えてしまうとか。税金はどこに使うのか真
剣に考えてほしいものです」。（新婦人こくら南ニュースより）

 

小倉駅デッキでスタンディング小倉駅デッキでスタンディング
北九州母親大会実行委員会北九州母親大会実行委員会

　7月11日、11時～12時、北九州母親大会実行委員会が小
倉駅デッキでスタンディングでアピールしました。北九
州母親大会は、コロナ禍で２年連続中止を余儀なくされ
ました。「記念講演講師の元山仁士郎さんのビデオ鑑賞
会をしようか」などの案もありましたが中止と決定。で
もそこは元気いっぱいの実行委員会！　外向けのアピー
ルをすることになり、11日決行！前日の予報は雨でした
が当日はすっかり夏空。各地域各団体で項目を振り分け
マイクを握って訴えました。小倉地区は「沖縄問題」辺
野古基地建設に遺骨が眠る土砂を投入すると言う許すこ
とができない暴挙に対しての抗議文です。読み上げたの
は小倉地区実行委員長の大東さん。やまいも南班の会員
さんです。横断幕は土曜日作成。プラカードも持参しま
した。デッキの人出は緊急事態宣言前くらいの人出。チ
ラシも２００枚配りました。（新婦人こくら南ニュースより）
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９区予定候補者　まじまさん
　今日は19日行動の日。
「平和をあきらめない北九
州ネット」が毎月小倉駅前
で行っている行動を、初め
て福岡９区の黒崎駅前、10
区の小倉駅前で同時刻開
催。
　歴史的な日となりました。９区から立候補予定の日本
共産党の私と無所属の緒方林太郎氏が初めて９区内で
肩を並べて「野党共闘　政権交代」を市民のみなさんと
いっしょに訴えたのです。私は「福岡９区の市民と野党
の共闘では歴史的な日となりました。候補者の一本化な
ど難しい問題はありますが、緒方林太郎さんとの協力、
共同はこれからも発展させていきたい。今日この場から
福岡９区における新しいたたかいを始めていこうではあ
りませんか」と訴えました。18時から初めた集会は、帰
宅途中の方々から注目され、「緒方さんとまじまさんが
並んでいるなんて珍しい」とスマホで写真を撮る人も。
　しかし、９区内の立憲野党の地方議員で参加したのは
日本共産党と無所属の市議のみ。まだまだ前途多難です
が、ここからが始まりです。何しろ新日鉄、安川電機、
三菱など、大企業城下町と言われてきた八幡、戸畑、若
松の福岡９区。かつての反共労使一体労組の力が全国屈
指の強さを持ち、強力な日本共産党排除の壁があった街
でもこうした変化が起きています。そのことを確信に、
ここでの共闘の発展はもちろん、来たる総選挙で必ず国
会に戻る決意を新たにしました。（真島さんＦＢより）

9区予定候補者　緒方さん
　今日の夕刻は黒崎駅前での「平和をあきら
めないネット北九州」の皆様による街頭演説
会にお呼ばれをしまして、マイクを握らせて
いただきました。話した内容は以下のような
ものでした。
　日本国憲法の三原則である国民主権、平和
主義、基本的人権の尊重は今後とも堅持しな

くてはならない。平和である事に理屈は要らない。かけ
がえの無い価値である。政治と国民の間を繋ぐのは正し
い情報提供。嘘、隠蔽はあってはならない事。民主主義
の根幹が成り立たなくなる。
　親の年収、家庭環境によって子どもが掴めるチャンス
が左右される世の中にしてはならない。私が東大に入っ
た時、親の年収は平均の半分以下。いつも「負けてたま
るか」と思っていた。だからこそ、この件は頑張りたい。
　地球温暖化については、脱炭素化のための再生可能
エネルギー推進は大切。ただ、森林を破壊しながらソー
ラーパネル設置をやっている現状を憂慮。今の制度はバ
ランスが悪いので国会で取り組みたい。
　中国の尖閣諸島に対する主張は全く受け容れられな
い。香港の民主化潰し、新疆ウィグル自治区での人権侵
害も受け容れられない。人権は人類共通の価値。日本は
もっともっと中国に対して声を上げるべき。
　街頭演説が終わりまして、そのまま黒崎の「Bar bar's 
BAR」さんで飲んでます（笑）。この画像とは異なり、
完全にリラックスモードです。（緒方さんＦＢより）

10区は小倉駅前でアピール
　７月19日（月）、「平和をあきらめない北九州ネッ
ト」は、衆議院9区・10区における野党統一候補の擁立の
ために、市民と野党の共同を呼びかける定例19日行動を
行いました。９区は黒崎駅で、10区は小倉駅でそれぞれ
の取り組みと市民へのアピールをしました。
　小倉10区では、立憲民主党の城井衆議院議員は所用で
参加できませんでしたが、森本由美北九州市議が参加、
日本共産党は田村貴昭衆議院議員が参加、社民党は11区
の予定候補が参加し、各党が市民と野党の共闘で菅政権
を倒す共同行動を訴えました。荒牧弁護士と健和会看護
師も野党統一候補を市民の力で決めようと訴えました。
参加者は、暑さ厳しいコロナ禍の下、70人を超え、署名
とビラ配りで共同しました。「平和をあきらめない北九
州ネット」は、8月19日（木）も、小倉・黒崎駅で定例19

日行 動を 提 起し
ています。次回実
行委員会は、８月
12日（木）17：00　
生涯 学 習総 合セ
ンターです。以下
に、黒崎駅での19
日行動に参加され
た、まじま・緒方
候補を紹介します。
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９区・１０区に野党統一候補を！

真島さん真島さん緒方さん緒方さん


